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二
次
元
シ
ン
ボ
ル
Ｓ
Ｐ
コ
ー
ド

は
専
用
読
取
装
置
で
文
字
情
報

を
音
声
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小・中学校の連携の取組をさらに進めます小・中学校の連携の取組をさらに進めます
　

福
生
市
教
育
委
員
会
で
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
『
生
き
る
力
』

の
育
成
」
を
基
本
方
針
の
ひ
と
つ

と
し
て
掲
げ
、
そ
の
推
進
事
業
と

し
て
「
確
か
な
学
力
の
定
着
」
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
、
小
中
連
携
教
育
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
各
中
学
校
区
で

は
、
小
・
中
学
校
が
連
携
し
て
、

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
さ
ら
に
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
福

生
第
三
中
学
校
区
（
三
中
・
五

小
・
七
小
）
で
は
、
本
年
５
月
に
、

小
中
連
携
推
進
事
業
に
係
る
研

究
会
が
開
催
さ
れ
、
右
図
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
生
第
三
中
学
校
区
に
お
け

る
連
携
事
業
が
、
今
後
、
福
生

市
の
小
中
連
携
、
小
中
一
貫
教

育
を
展
開
し
て
い
く
モ
デ
ル
ケ

ー
ス
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
取
組
の
様
子
は
、
教
育

広
報
「
福
生
の
教
育
」
や
学
校

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
　
指
導
室　

学
務
・
指
導
係

☎
５
５
１
・
１
９
４
８

　

福
生
市
で
は
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
、
放
課
後
、
安
全
な
見
守

り
の
も
と
、
学
年
の
異
な
る
子
ど

も
同
士
が
交
流
を
し
な
が
ら
、
昔

遊
び
や
工
作
を
し
た
り
、
楽
し
み

な
が
ら
英
語
を
学
ん
だ
り
、
校
庭

な
ど
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス
を

楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
が
で
き
る
「
ふ
っ
さ
っ

子
の
広
場
」
を
市
内
全
小
学
校
で

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
み
ん
な
で

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
参
加
に
あ
た
っ
て
は
事

前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
読

み
聞
か
せ
、
英
語
、
昔
遊
び
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
け
る
サ
ポ
ー
タ

ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
も
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

実
施
日 

原
則
と
し
て
月
曜
日
か

　
　
　
　

ら
金
曜
日

時
　
間　

放
課
後（
午
後
１
時
以
降
）

※
夏
時
間（
４
〜
９
月
）は
午
後
６

時
ま
で
。冬
時
間
（
10
〜
３
月
）

は
午
後
５
時
ま
で
。

費
　
用　

登
録
費
・
参
加
費
無
料

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
//w
w
w
.city.fu

ssa
.to
k
y
o
.jp

）
の
「
く
ら
し
の
情

報
」↓「
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」

欄
の
「
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
」
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
生
涯
学
習
推
進
課

　
　
　
　

地
域
教
育
支
援
係

☎
５
５
１
・
１
９
５
８

小中連携と小中一貫教育の
目的と効果

小中連携と小中一貫教育の
目的と効果

小中連携と小中一貫教育の
目的と効果

小中連携と小中一貫教育の
目的と効果

・ 「小１問題」と「中１ギャップ」の解消
・ スパイラル学習の実施　等

連携と一貫教育により、小中学校の
教職員が、共に15歳の学力と進路
に責任を持って取り組み、義務教育
９年間を見通した一貫性のある教育
活動を行っていく。

☆すべての教員が、次の４つの分科会に分か
れ、これまで取り組んできた研究のさらなる
工夫・改善を図り、話し合いを深める。

☆小中連携の目的に沿った新たな研究や活
動について、今後２年間で取り組んでいく。

三 中

五 小 七 小

４つの分科会

児童・生徒
の交流学力向上

環境教育 生活指導

福生第三中学校区　研究会

目  的

効  果

小中連携とは

小・中学校がそれぞれ別々であると
の前提で、教育目標やカリキュラム
の共通部分について連携する取組

小中一貫教育とは

教育目標や目指す子ども像、カリキ
ュラムを共に作り上げる取組

小１問題とは

主に小学１年生の授業中に、勝手に
教室の中を立ち歩いたり、教室の外
へ出て行ってしまったりするなどの
問題

中１ギャップとは

新しい環境での学習や生活に適応で
きずに、不登校の生徒が急増したり、
いじめが増加したりするなどの問題

スパイラル学習とは

中学１年時に、新しい学習内容をい
きなり教えるのではなく、小学６年
生で予備知識的な内容を教えるなど、
反復して学習し、学習内容の理解を
深め、定着を高めること

サ
ポ
ー
タ
ー（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

放
課
後
子
ど
も
教
室

「
ふ
っ
さ
っ
子
の
広
場
」に
集
ま
れ
！

福生第二小学校の「ふっさっ子の広場」の様子

6月2日に第三中学校で体育祭が行われました。
（全員リレーの様子）


